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野
分
の
空
の
雲
の
よ
う
に
社
会
も
自
然
も
激
し
く
動
い
て
い
る
時
代
で
す
。
私
た

ち
の
事
業
に
か
か
わ
る
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
抜
本
的
見
直
し
案
が
前
国
会
で
廃

案
と
な
り
、
総
選
挙
後
の
国
会
で
は
法
律
そ
の
も
の
が
ど
う
変
化
し
て
い
く
か
不
透

明
な
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
振
り
返
っ
て
、
自
立
支
援
法
が
成
案
な
っ
た
四
年
前
の
私

た
ち
の
社
会
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
四
年
前
の

私
た
ち
の
作
業
所
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
先
を
追
う
前

に
、
私
た
ち
自
身
の
足
跡
を
冷
静
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

機
関
誌
発
行
に
当
た
り
、
今
年
度
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
以
下
に
そ
の
概
要
を
お

伝
え
い
た
し
ま
す
。

一
、
県
内
作
業
所
の
移
行
状
況

さ
て
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
本
格
施
行
に
伴
い
、
当
会
加
盟
の
各
作
業
所
は
新

制
度
へ
の
移
行
を
順
次
進
め
て
き
ま
し
た
。
移
行
の
状
況
は
本
年
四
月
現
在
で
、
会

員
一
三
六
事
業
所
の
う
ち
一
二
三
箇
所
が
新
制
度
に
移
行
、
一
三
箇
所
が
移
行
前
の

小
規
模
作
業
所
の
状
況
で
す
。
移
行
率
は
九
割
を
越
え
ま
し
た
。
昨
年
の
同
時
期
の

移
行
状
況
が
四
割
程
度
で
し
た
の
で
、
こ
の
一
年
間
で
急
速
な
転
換
が
図
ら
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
平
成
一
八
年
一
〇
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援
法
が
本
格
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
こ
の
三
年
間
の
本
県
の
小
規
模
作
業
所
は
、
劇

的
な
変
化
の
時
代
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
す
。

二
、
移
行
支
援
に
向
け
た
研
修
会
と
成
果

当
連
合
会
の
活
動
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
、
一
昨
年
よ
り
小
規
模
作
業

所
の
新
制
度
へ
の
移
行
に
向
け
た
具
体
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
し
、
毎
月
移

行
の
た
め
の
研
修
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
法
人
業
務
、
会
計
業

務
、
請
求
業
務
な
ど
、
新
事
業
を
進
め
る
作
業
所
の
運
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
実
践

的
な
研
修
を
提
示
し
て
き
ま
し
た
が
、
毎
研
修
会
と
も
土
曜
日
の
開
催
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
担
当
職
員
の
方
々
が
熱
心
に
聴
講
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
二
年
間
の

研
修
の
積
み
重
ね
の
成
果
と
し
て
、
会
計
業
務
に
つ
い
て
は
公
認
会
計
士
の
杉
山
明

喜
雄
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
就
労
支
援
会
計
の
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
協
力
メ

ー
カ
ー
に
よ
る
会
計
ソ
フ
ト
の
開
発
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
日
常
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
さ
れ
、
新
制
度
移
行
後
の
作
業
所
の
管
理
業
務

体
制
に
対
す
る
着
実
な
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

三
、
連
合
会
共
同
事
業

（
１
）「
静
岡
障
害
者
就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ロ
ッ
ツ
」
と

「
み
ん
な
の
お
店
・
わ
」
の
経
営

昨
年
開
設
し
た
静
岡
市
駿
府
町
の
「
み
ん
な
の
お
店
・
わ
」
は
、
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
き
、
一
年
間
何
と
か
営
業
を
継
続
で
き
ま
し
た
。
毎
月
行
わ
れ
る
商
店

街
の
共
同
事
業
で
あ
り
ま
す
「
駿
府
市
」
に
は
、
地
元
静
岡
市
内
の
作
業
所
を
始
め
、

連
合
会
の
活
動
と
各
作
業
所
の
取
組
に
つ
い
て

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
静
岡
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作
業
所
連
合
会
・
わ
　
理
事
長

金
　
刺
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春

の
わ
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東
部
・
中
部
・
西
部
各
地
区
か
ら
交
代
で
参
加
い
た
だ
き
、
商
店
街
の
皆
様
方
の
ご

理
解
も
進
ん
で
き
ま
し
た
。
営
業
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
売
り
上
げ
や
商
品
構
成
、

在
庫
の
管
理
、
職
員
の
体
制
な
ど
、
検
討
す
べ
き
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
共
同

の
学
習
の
場
と
し
て
こ
の
お
店
を
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
本
年
四
月
よ
り
、
静
岡
市
内
で
活
動
し
て
き
た
小
規
模
作
業
所
「
キ
ャ
ロ

ッ
ツ
」
が
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
し
て
連
合
会
の
法
人
直
轄
事
業
と
し
て

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
「
み
ん
な
の
お
店
・
わ
」
に
就
労
移
行
支
援
事

業
を
開
設
し
、
六
月
か
ら
三
名
の
方
が
利
用
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
二
事
業
を
行
う

事
業
所
名
は
、「
静
岡
障
害
者
就
労
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
・
キ
ャ
ロ
ッ
ツ
」
で

す
。
長
年
、
静
岡
市
内
各
地
で
車
椅
子
に
よ
る
営
業
活
動
を
実
践
し
て
き
た
キ
ャ
ロ

ッ
ツ
の
メ
ン
バ
ー
の
活
動
に
学
び
な
が
ら
、
新
し
い
仕
事
作
り
や
販
売
方
法
、
就
労

に
向
け
た
支
援
、
利
用
者
や
家
族
に
対
す
る
相
談
会
な
ど
、
連
合
会
事
業
と
し
て
の

特
長
を
生
か
し
た
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
会
員
各
位
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
授
産
製
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
・
販
売
促
進
員
事
業

木
造
建
物
倒
壊
実
験
教
材
「
木
造
倒
壊
ぶ
る
る
」
と
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ

Ｇ
（
ハ
グ
）」
の
共
同
製
作
や
販
売
、
ク
ッ
キ
ー
・
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
中
元
・
歳

末
セ
ー
ル
に
向
け
た
共
同
事
業
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

県
の
新
規
事
業
と
し
て
販
売
促
進
員
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
各
作
業
所
商
品
を
企
業

等
に
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
企
業
や
地
域
の
お
客
さ
ん
の
オ
ー
ダ
ー
を
拾
う
こ
と
な
ど
、
作

業
所
と
地
域
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
繋つ

な

ぐ
活
動
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動

は
、
単
に
作
業
所
工
賃
の
ア
ッ
プ
を
目
的
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
障
害
の
あ
る
人
た

ち
が
誇
り
を
も
っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
仕
事
作
り
、
や
り
が
い
や
働
き
甲
斐
の
あ

る
仕
事
の
創
出
に
向
け
た
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

四
、
新
制
度
化
で
の
事
業
の
方
向
に
つ
い
て

加
盟
施
設
の
九
割
以
上
が
新
制
度
に
移
行
し
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
営
と
は
予
算

も
管
理
業
務
も
大
き
な
変
化
を
各
作
業
所
に
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
連

合
会
は
、
自
立
支
援
法
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
作
業
所
の
法
人
化
・
個
別
給
付
事
業

へ
の
移
行
を
基
本
的
な
路
線
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
法
の
課
題
は
、
依
然
と
し

て
議
論
の
渦
中
に
あ
る
と
言
え
ま
す
が
、
選
択
し
た
事
業
の
中
で
各
作
業
所
の
支
援

内
容
や
組
織
体
制
の
充
実
は
、
共
通
す
る
課
題
で
す
。
移
行
は
、
あ
く
ま
で
も
目
的

で
は
な
く
、
小
規
模
な
作
業
所
が
事
業
基
盤
を
整
え
る
最
低
条
件
の
手
段
と
し
て
選

択
し
た
道
で
す
。
会
計
・
請
求
・
一
般
事
務
等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
業
務
に
負
担
や

戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
と
察
し
ま
す
。
し
か
し
、
法
に
基
づ
く
公
的

事
業
を
責
任
も
っ
て
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
提
供
す
る
体
制
作
り
は
、
私
た
ち
の
責

務
と
言
え
ま
す
。
移
行
後
の
事
業
所
に
お
け
る
財
務
状
況
と
し
て
は
、
小
規
模
作
業

所
の
補
助
金
時
代
よ
り
は
あ
る
程
度
改
善
さ
れ
て
き
た
所
が
多
い
と
推
察
し
ま
す
。

今
こ
そ
、
事
業
の
充
実
と
将
来
に
向
け
て
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
し
っ
か
り
と

し
た
財
務
管
理
と
人
材
確
保
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

小
規
模
作
業
所
の
課
題
や
問
題
点
と
し
て
、「
少
な
い
財
源
と
人
材
不
足
、
組
織

の
脆
弱

ぜ
い
じ
ゃ
く

性
」
を
私
た
ち
も
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。
移
行
後
の
各
作
業
所
が
、
こ
の
課

題
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
大
切
な
場
面
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
進
む
べ
き
事

業
計
画
の
策
定
と
運
営
資
金
の
有
効
・
効
率
的
な
運
用
を
し
っ
か
り
行
い
、「
地
域

に
暮
ら
し
、
地
域
で
働
く
」
作
業
所
に
通
う
一
人
一
人
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
多
様

で
し
な
や
か
に
対
応
で
き
る
人
材
を
配
置
し
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
今
こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

季
節
は
、
夏
か
ら
秋
へ
移
っ
て
い
き
ま
す
。
政
治
・
経
済
・
社
会
の
動
き
、
国
・

地
方
自
治
体
の
施
策
の
方
向
、
今
ま
で
以
上
に
不
透
明
な
景
色
で
す
。
会
の
活
動
に

つ
い
て
は
、
忌
憚

き
た
ん

の
な
い
意
見
交
換
や
情
報
交
換
を
大
切
に
「
誰
の
た
め
に
何
が
必

要
な
事
業
」
か
を
、
作
業
所
の
原
点
に
立
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成21年度　特定非営利活動法人静岡県作業所連合会・わ　委員会組織

永
井
　
　
昭

委
員
長
　

政
策
委
員
会

委
員
長
　
高
木
　
誠
一

研
修
専
門
委
員
会
　

委
員
長
　
後
藤
　
　
弘

事
業
推
進
委
員
会
　

担当理事 施　　設　　名

予 算 対 策 ・

政 策 検 討

利用者支援部会

就労支援部会

事 務 ・ 経 営

管 理 部 会

販 路 開 拓 ・

製品開発部会

情 報 管 理 ・

広 報 部 会

常 設 店 舗

運 営 部 会

永井　　昭

金刺　幸春

三谷　末光

高木　誠一

太田　秀夫

高木　誠一

渡辺　昌徳

肥田　伊雄

山崎　令子

中村　　貢

三輪　浜子

水野　洋一

尾関　久子

伊東　康男

金刺　幸春

八木　克典

神尾　芳典

加茂　　令

鈴木　節子

斯波　千秋

佐野　　剛

後藤　　弘

太田　秀夫

秋山　和枝

岩田　聡志

担当理事

後藤　　弘

鳥居　　正

秋山　和枝

三輪　浜子

増田　樹郎

く る み 共 同 作 業 所

す ぎ の こ 作 業 所

草 笛 共 同 作 業 所

工 房 め い

き さ ら ぎ

工 房 め い

藤 枝 第 二 心 愛

ワークステイションどんぐり

ゆ う ゆ う 舎

熱 海 ふ れ あ い 作 業 所

サ ン サ ン い わ た

ひ ま わ り 工 房

ぽ る た

中 豆 授 産 所

す ぎ の こ 作 業 所

日 本 平 学 園

藤 枝 第 一 心 愛

引 佐 草 の 根 作 業 所

ワークセンターコスモス

ウ イ ズ 半 田

ふれあいショップあゆみ

ふ じ さ ん

き さ ら ぎ

ラ ポ ー ル 安 倍 川

み し ま さ く ら

中村　千恵

日吉のりえ

藪崎　実樹

森　　早苗

平野　　潔

水口　眞喜

中野　千晶

早川　てい

久門みつ子

水野　昌子

海野洋一郎

岩本　重幸

井上　　忍

比留川竜希

増田　二郎

荻沢　洋子

桑原富士雄

杉本　孝子

今村　育代

那須田真道

鈴木　明美

中野　卓也

鈴木江美子

渡邉よし子

鈴木　久敬

植田久美子

岩田　賢彦

平野　貞裕

山岸富士夫

三條　洋二

内藤　善仁

井上　公子

森藤　明子

鈴木八重子

山浦　房子

秋山　満子

庄司　秀子

富田伊津子

安間　孝明

犬塚　　淳

上甲　俊介

竹 の 子

お ん す い ち

焼 津 心 愛 事 業 所

ハ ミ ン グ

ひ ま わ り 工 房

第 ２ く る み 作 業 所

ま つ ぼ っ く り

む つ み 作 業 所

ワークセンターあさがお

え ん ぜ る

ル ー プ

ワ ー ク セ ン タ ー

伊 豆 つ く し 学 園

む つ み 作 業 所

の び る 作 業 所

熱 海 ふ れ あ い 作 業 所

と も の 家

ラ ポ ー ル 安 倍 川

牧之原市第２こづつみ作業所

ふ れ あ い 作 業 所

( 社 福 ) み ど り の 樹

く る み 共 同 作 業 所

ウ イ ズ 蜆 塚

愛 の 丘

さ わ じ 作 業 所

牧之原市こづつみ作業所

ラ ポ ー ル 川 原

根 洗 作 業 所

く る み 作 業 所

ワ ー ク シ ョ ッ プ マ ナ

にこにこサポートふれあい

ワークステップドレミ

ワークショップり～ふ

サ ン サ ン い わ た

太 陽 の 家

キ ャ ロ ッ ツ

サポートセンターみつばち

牧之原市こづつみ作業所

グ レ ー ス 工 房

青 葉 の 家

青 葉 の 家

施　　設　　名

担当理事 施　　設　　名 委　　員 施　　設　　名

ふ じ さ ん

( 特 非 ) た か ら じ ま

ラ ポ ー ル 安 倍 川

サ ン サ ン い わ た

愛 知 教 育 大 学
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静岡障害者就労ネットワークセンター・キャロッツ

就労移行支援事業所　みんなのお店「わ」に開所

ＮＰＯ法人静岡県作業所連合会・わの就労移行支援事業所が6月22日（月）に静岡障害者就労ネット

ワークセンター・キャロッツの事業所として、みんなのお店「わ」に開所し、事業がスタートしました。

利用者のニーズと小売業や流通業などの企業のニーズがうまく調和し、利用者・事業所とも成長・発

展していけるよう、利用者と職員が力を合わせて進んでいきたいと思います。

お店の２階で開催した入所式やお店での取組の様子などを写真でまとめてみましたので、御覧ください。

秋山施設長、職員と共に記念撮影

商品の清掃をしながら陳列し直しています

売り上げた商品の記帳も頑張っています

高木副理事長より「利用許可証」を授与される

商品の箸
はし

ふくさを検品しています

お店の玄関前に勢ぞろい
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「わ」のホームページが
リニューアルされました！

http://sswa.jp/

５月１日にホームページをリニューアルしました。ホームページアドレスのｓｓｗａは、静岡県のｓ、

作業所のｓ、「わ」のｗａを組み合わせたものです。今回のリニューアルの特徴は、①最新情報を早く

更新できるシステムの構築、②見やすい統一したデザイン、③ホームページとしての内容の充実です。

カテゴリは５つ。①「わ」の活動、②作業所の情報、③作業所ではたらく、④「わ」について、⑤総

合相談窓口になっております。

先日情報管理・広報部会を開催

し、システム製作を担当した東京

のメガパワーズのスタッフから更

新作業の講習を一日掛けて受けま

した。その日の内に講習会の様子

をそれぞれの委員が公開すること

ができました。今後の活動の方向

としては、連合会・わの各委員会

から直接情報発信ができるように

してまいりたいと考えております。

作業所ではたらくについては、

利用者はもちろん支援するスタッ

フの求人情報として機能させ、作業所に関わる情報をタイムリーに掲載してまいります。

ＳＳＷＡの「わ」のホームページはまだ誕生したてです。これからいろんな皆さんのお力をお借り

して充実したページを作ってまいりたいと思います。

「わ」の各委員会活動や事業部の活動を柱に情報

発信していき、各地区の活動や作業所の日常の様子

もどしどし発信できるツールとして「わ」のホーム

ページが充実するよう部会として活動してまいりた

いと思います。また、機関誌「わ」についても、59

号から載せていきたいと思います。作業所の職員の

皆さんにもお伝えいただき、基本的な「わ」の情報

源として活用していただけるとありがたいです。

なお、今度のホームページは携帯電話からも同じ画面で見ることができます。
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施 設 名 変 更 事 業 所 一 覧

新　　　名　　　称 旧　　　名　　　称

◇ 東部地区

◇ 中部地区

ワークあおぞら

心象めぐみ会共同作業所

指定生活介護事業所　みしまさくら

さわじ作業所

指定生活介護事業所　おんすいち

柿田川作業所

のぞみ作業所

障害者就労支援センター　ジョブネットはら

プラザティンクル

東伊豆作業所

河津町小規模授産所　いずみ

心象めぐみ会共同作業所

福慈園

三島さくら作業所

心身障害者小規模授産所　さわじ作業所

おんすいち作業所

清水町地域活動支援センター　柿田川作業所

第一のぞみ作業所

障害者就労福祉センター　ジョブネットはら

地域活動支援センター　プラザティンクル

えんぜる

ニット工房ライク

麦の会

ぽけっと

ギャラリーココ

わかまつ

アスカ

どろんこ

ラポール・ファーム

ラポール・チャクラ

静岡障害者就労ネットワークセンター・キャロッツ

工房みなみ

精神障害者共同作業所　なごみ

焼津心愛事業所

ワークセンターなのはな

ワークセンターあさがお

ワークステップドレミ

ワークセンター希望の家

うたしあ

ワークセンターふれあい

授産所　えんぜる

草薙授産所　ライク

麦の会共同作業所

小規模授産所　ぽけっと

小規模授産所　ギャラリーココ

わかまつ作業所

アスカ作業所

どろんこ作業所

ぽけっとファーム

チャクラ・ワーキング・ハウス

キャロッツ

小規模授産所　工房みなみ

サンワークおさだ

焼津心愛作業所

なのはな作業所

あさがお作業所

ドレミ共同作業所

希望の家作業所

ドレミ金谷作業所

川根ふれあい作業所

多くの事業所が平成20年度途中から法定移行等をして施設名を変更しています。平成21年度通常総会の資料
にも掲載しましたが、追加もあり、改めて掲載します。併せて、事業種別及び運営主体別統計表も掲載しまし
たので、御覧ください。
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◇ 西部地区

ひまわり工房

サンサンいわたとよだ作業所

サンサンいわたふれ愛ひろばくすの木

サンサンいわた竜洋あゆみ作業所

サンサンいわたワークハウスペンギン

太陽の家

ループ

ハートピア・ワーク湖西

ひまわり作業所

磐田市とよだ作業所

ふれ愛ひろばくすの木

竜洋あゆみ授産所

ワークハウスペンギン

小規模授産所　太陽の家

ライム

さつき

まつぼっくり

さざなみ会共同作業所　ハートピア・ワーク湖西

みどりの丘

みどりの丘えまつ

吉田町さくら作業所

ワークセンターやまばと

牧之原市地域活動支援センター　はぐるま

本川根作業所

枝松作業所

吉田町さくら授産所

やまばと作業所

はぐるま作業所

運　営　主　体

特定非営利活動法人

社会福祉法人

財団法人

社団法人

手をつなぐ育成会

精神福祉会

計

東　部

16

27

1

44

中　部

37

22

59

西　部

15

14

2

3

1

35

計

68

63

1

2

3

1

138

運営主体別統計表

事　業　種　別

小規模作業所

就労継続支援Ｂ型

生活介護

多機能型

自立訓練（生活訓練）

地域活動支援センター

計

東　部

4

27

3

7

3

44

中　部

33

1

9

1

15

59

西　部

9

12

3

9

2

35

計

13

72

7

25

1

20

138

事業種別統計表
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施 設 名 特定非営利活動法人　スリーアール静岡

就労支援ねっとわーく　じゃんぷ

事業種別 就労移行支援、就労継続支援B型

所 在 地 静岡市駿河区津島町14-23

作業内容 部品の組み立て、清掃作業、古紙回収、縫製作業

Ｐ　Ｒ 就労移行支援と就労継続支援B型の多機能型で一環したサービスを提供しています。
内職作業以外にも古紙回収や保育園、お寺、施設での清掃作業や企業での軽作業を
させていただき、積極的に外に出て社会参加活動を行っています。

施 設 名 特定非営利活動法人　ほうむ・べいす

Ｃｏｍｍｏｎ　Ｓｐａｃｅ
事業種別 就労継続支援Ｂ型

所 在 地 静岡市駿河区西脇594番地 4

作業内容 機器解体作業（ガスメーター、パソコン等）
電子部品組み立て

Ｐ　Ｒ メインの作業は、機器解体です。使用済みのガスメーターやパソコンのリサイクルのため
の作業です。様々な道具を使い分けて、金属の種類ごとに分解しています。“施設”とい
うよりは“町工場”の雰囲気の中で作業をしています。余暇活動にも力を入れていて、
“月に一度”と“年に一度”があり、“月に一度”は、毎月の工賃から積み立てたお金を使
います。行き先や活動内容は、日々の会話の中で決めています。また、一般就労を希望す
る方には、他の機関と連携して支援をしています。

施 設 名 特定非営利活動法人　愛育の会

サポートセンター　みつばち
事業種別 就労継続支援Ｂ型

所 在 地 牧之原市細江2495番地

作業内容 ＣＤ及びＤＶＤ解体、部品袋詰め

Ｐ　Ｒ 作業活動支援、生活支援、余暇活動支援、リフレッシュ活動支援を主体としております。
利用者さんは、毎日元気に通ってきて、市内の企業さんよりお借りした作業を大張り切り
でやっています。
２階の窓から見える坂口谷川のアヒルが心を和ませてくれます。

コ　　 モ　　 ン ス　 ペ　 イ　 ス
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平
成
21
年
度
移
行
推
進
研
修
会
の
実
施
に
当
た
っ
て

事
務
・
経
営
管
理
部
会
委
員
長
　
日
本
平
学
園

八
　
木
　
克
　
典

今
年
度
も
、
静
岡
県
よ
り
委
託
を
受
け
、
新
事
業
体
系
へ
の
移
行
推
進
研
修
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
こ
の
事
業
の
委
員
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
変
な
重

責
を
担
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
、
三
年
目
を
迎
え
た
移
行
推
進
研

修
会
を
受
講
さ
れ
て
い
る
方
々
に
有
意
義
な
勉
強
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
事
業
計
画
を
立
案
す
る
の
か
頭
を
悩
ま
し
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
、
公
認
会
計
士
で
あ
る
杉
山
明
喜
雄
先
生
と
副
委
員
長
の
お
力
を
借

り
て
、
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
よ
り
専
門

的
な
講
義
に
な
る
よ
う
弁
護
士
や
司
法
書
士
の
先
生
方
に
も
講
師
を
務
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
福
祉
施
設
で
役
立
つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
紹
介

や
職
員
教
育
の
実
践
方
法
に
つ
い
て
も
研
修
内
容
に
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
ま
た
、
個
別
の
相
談
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
質
問
に
対

す
る
回
答
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
頃
、
一
つ
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
の
移
行
推
進
研
修
会

で
一
番
多
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、受
講
さ
れ
て
い
る
皆
様
で
は
な
く
、

私
自
身
で
あ
る
こ
と
で
す
。

事
業
移
行
前
・
後
に
何
が
必
要
な
の
か
。
ど
の
よ
う
な
内
容
に
興
味
を
も
っ
て
も

ら
え
る
の
か
。
ど
う
話
を
し
た
ら
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
か
。
月
一
回
の
研
修
会
は
、

私
に
と
っ
て
勉
強
資
料
の
宝
庫
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
ま
で
小
規
模
作
業
所
を
運
営
し
て
き
た
人
た
ち
が
、
今
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立

ち
上
げ
て
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
制
度
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
大
変
な
努
力
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

土
曜
日
の
休
み
の
日
に
大
勢
の
方
が
こ
の
研
修
会
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
り
、
真
剣

な
眼
差
し
で
講
義
に
臨
む
姿
勢
は
、
施
設
利
用
者
や
職
員
の
幸
せ
を
夢
見
て
い
る
も

の
か
と
想
像
で
き
ま
す
。

今
年
度
も
最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
頑
張
り
ま
す
の
で
、
移
行
推
進
研
修
会
に
多
く

の
方
の
御
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

実 施 日 研　　　修　　　内　　　容 場　　　所

９月７日（月）
８日（火）

○給与ソフト、会計ソフトのデモンストレーション（業者）
○会計ソフトの入力方法、会計ソフトの帳票書類と一連
の流れ及び固定資産物品管理（杉山公認会計士）

ペガサート・静岡市産
学交流センター

９月14日（月）

15日（火）
16日（水）

10月10日（土）

11月21日（土）

12月14日（月）

15日（火）

16日（水）

１月16日（土）

２月20日（土）

３月13日（土）

○就労支援会計及び業務一般相談会
（杉山公認会計士、テキスト作成委員）
＊地区別

東部：三島市
社会福祉会館

西部：アクトシティ浜松
中部：シズウエル

○個人情報の保護（専門家）
○市販の請求ソフトの紹介（業者）

シズウエル

○事業申請及び事業変更手続き（県）
○個別支援計画ソフトの紹介（業者）

シズウエル

○就労支援会計及び業務一般相談会
（杉山公認会計士、テキスト作成委員）
＊地区別　

東部：事業所

西部：事業所

中部：事業所

○税務実務（源泉税、印紙税、消費税、収益事業） シズウエル

○平成22年制度見直し（県）
○危機管理（専門家）
○計画的な職員教育（専門家）

シズウエル

○決算業務の概要と詳細 シズウエル

※「研修内容」等変更する場合がありますので、事前に送付する「案内」で確認してください。

今　後　の　予　定



作
業
所
で
働
く
本
人

・
職
員
研
修
会
報
告

利
用
者
支
援
部
会
委
員
長
　
工
房
め
い

高
　
木
　
誠
　
一

私
た
ち
は
「
利
用
者
」
な
の
？

六
月
二
十
六
日
（
金
）
に
シ
ズ
ウ
エ
ル
に
て
「
作
業
所

で
は
た
ら
く
本
人
・
職
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

か
ね
が
ね
、
連
合
会
の
本
人
部
会
を
開
催
し
た
い
と
利
用

者
支
援
部
会
で
は
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

第
一
回
の
本
人
の
集
い
が
実
現
し
ま
し
た
。

最
初
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
利
用
者
支
援
部
会
か
ら

静
岡
市
清
水
区
の
ゆ
う
ゆ
う
舎
の
本
人
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
を
し
て
、
企
画
段
階
か
ら
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

企
画
会
議
で
は
、
利
用
者
支
援
部
会
で
は
「
利
用
者
研

修
会
」
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
の
で
す
が
、
ま
ず
、
当

事
者
本
人
た
ち
が
自
分
た
ち
を
ど
う
呼
ぶ
の
か
が
、
話
題

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
作
業
所
で
の
自
分
た
ち
の
立
場

を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う

こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、「
利
用
者
」「
当
事
者
」

「
メ
ン
バ
ー
」「
仲
間
」「
本

人
」
な
ど
、
ど
う
い
う
呼

び
方
が
適
切
な
の
か
を
話

し
合
い
ま
し
た
。「
私
た
ち

は
施
設
を
利
用
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
一
緒
に
作
業
所
で
働
い
て
い
る
メ
ン
バ
ー

だ
。」「
作
業
所
は
職
員
も
働
く
者
と
し
て
同
じ
立
場
だ
。」

「
で
も
障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者

に
な
っ
て
い
る
。」「
当
事
者
っ
て
障
害
の
あ
る
当
事
者
な

の
？
作
業
所
の
当
事
者
は
職
員
も
当
事
者
だ
。」
な
ど
な
ど

…
…
。
作
業
所
と
は
何
か
の
根
幹
に
か
か
わ
る
よ
う
な
議

論
が
続
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
結
論
が
出
ず
、
育
成
会
等

で
も
「
本
人
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
と
り
あ
え
ず

「
本
人
」
と
い
う
呼
び
方
で
い
こ
う
と
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
題
は
、
ぜ
ひ
継
続
し
て
議
論
す
べ
き
課
題
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
職
員
も
ま
た
協
働
し
て

作
業
所
を
営
ん
で
い
る
の
で
、
共
に
当
事
者
と
い
う
こ
と

で
「
作
業
所
で
は
た
ら
く
本
人
・
職
員
研
修
会
」
と
研
修

の
タ
イ
ト
ル
を
決
め
ま
し
た
。

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

そ
し
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
か
ら
は

じ
め
よ
う
！
あ
な
た
の
職
場
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
決
め
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
本
人
た
ち
の
「
声
」
を
集
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
開
催
に
先
駆
け
て
、
各
作
業
所
の
本
人

の
方
々
か
ら
、「
わ
た
し
の
い
い
た
い
こ
と
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
事
前
に
集
め
ま

し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
す
べ
て
会
場
に
展
示
し
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

・
ひ
と
り
に
な
っ
た
と
き
せ
い
か
つ
で
き
る
か
し
ん
ぱ
い
。

・
高
等
部
を
卒
業
し
て
二
十
五
年
間
社
会
に
出
て
働
き
、

い
じ
め
な
ど
大
変
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
お

友
達
と
一
緒
に
作
業
所
と
働
く
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い

毎
日
で
す
。

・
と
も
だ
ち
ど
う
し
で
じ
ゆ
う
に
い
ろ
い
ろ
で
き
る
楽
し

め
る
へ
や
が
ほ
し
い
で
す
。

・
彼
女
が
い
た
ほ
う
が
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
対
人
関
係
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な

い
こ
と
で
困
っ
て
い
ま
す
。

・
い
つ
ま
で
も
お
母
さ
ん
に
元
気
で
い
て
ほ
し
い
。

・
も
う
少
し
給
料
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ー
ナ
ス
も
そ

う
で
す
。

・
お
友
達
が
し
つ
こ
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。

・
や
さ
し
く
し
て
ね
。

・
ち
ょ
き
ん
し
た
い
。

・
夏
は
冷
た
い
お
茶
を
だ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
水
を
飲
む
こ
と
は
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
限
度
は
あ

り
ま
す
が
、
当
然
ト
イ
レ
も
近
く
な
り
ま
す
。
ト
イ
レ

に
い
か
な
け
れ
ば
も
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に

行
く
な
！
は
残
酷
で
す
。
ひ
ど
い
で
す
。
我
慢
し
た
ら

体
に
悪
い
で
す
。
薬
を
飲
ま
な
い
人
に
は
わ
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

十
一
時
か
ら
、
本
人
た

ち
の
司
会
で
研
修
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
五
十
人
ぐ

ら
い
の
参
加
が
あ
れ
ば
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
百

人
を
超
え
る
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
作
業
所
を

休
み
に
し
て
全
員
で
参
加

し
た
作
業
所
も
数
か
所
あ
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り
ま
し
た
。
熱
気
が
伝
わ
る
雰
囲
気
で
、
午
前
の
部
は
、

ゆ
う
ゆ
う
舎
の
上
野
仁
さ
ん
、
神
村
真
美
さ
ん
の
総
合
司

会
で
、
各
作
業
所
の
自
主
製
品
の
宣
伝
を
本
人
の
人
た
ち

が
行
う
と
い
う
企
画
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
前
に
出

て
順
番
に
作
業
所
で
作
っ
て
い
る
ク
ッ
キ
ー
や
機
織
り
、

縫
製
品
、
ノ
ー
ト
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
作

業
所
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
、
自
信
た
っ
ぷ
り
に
製
品

を
自
慢
し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
続
い
て
、
本
人

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

込
め
た
ゆ
う
ゆ
う
舎
の
人
た
ち
に
よ
る
寸
劇
や
、
ク
イ
ズ

で
ア
イ
ス
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

持
ち
寄
っ
た
「
わ
た
し
の
い
い
た
い
こ
と
」
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
マ
イ
ク

を
持
ち
ま
し
た
。
話
し
た
い
人
が
多
す
ぎ
て
、
と
て
も
時

間
が
足
り
な
い
様
子
で
し
た
。

昼
食
を
し
な
が
ら
、
名
刺
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
仲
間
と
知
り
合
え
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
わ
た
し
の
ひ
と
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

あ
な
た
の
職
場
は
ど
う
で
す
か
？
」

午
後
か
ら
は
、
連
合
会
の
理
事
で
も
あ
る
愛
知
教
育
大

学
増
田
樹
郎
教
授
の
司
会
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
は
次
の
方
々
で
し
た
。

・
さ
わ
じ
作
業
所

石
井
き
よ
子
さ
ん

・
さ
わ
じ
作
業
所

刈
敷
広
之
さ
ん

・
ゆ
う
ゆ
う
舎

杉
山
元
太
さ
ん

・
キ
ャ
ロ
ッ
ツ

砂
川
一
也
さ
ん

・
サ
ン
サ
ン
い
わ
た

吉
田
桂
子
さ
ん

・
ル
ー
プ

渡
瀬
よ
し
子
さ
ん

・
す
ぎ
の
こ
作
業
所

金
刺
幸
春

連
合
会
・
わ
理
事
長

紙
面
の
都
合
で
、
詳
し
く
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
（
別

途
報
告
集
を
作
成
し
ま
す
）、
本
人
の
皆
さ
ん
の
発
言
は
、

今
の
作
業
所
で
毎
日
感
じ
て
い
る
楽
し
さ
や
苦
し
み
、
悩

み
に
加
え
て
、
将
来
の
自
分
の
あ
り
方
に
つ
い
て
こ
う
あ

り
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と

が
不
安
な
の
だ
と
切
々
と

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
会
場
も
交
え
た
全
体

討
議
も
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
驚
い
た
こ
と
は
、

増
田
先
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
の
上
手
さ
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
語
り
や
会
場
か
ら

の
発
言
が
そ
れ
ぞ
れ
ガ
チ

ッ
と
か
み
合
っ
て
、
議
論

が
ど
ん
ど
ん
膨ふ
く

ら
ん
で
い

っ
た
こ
と
で
し
た
。
病
気

の
悩
み
、
対
人
関
係
の
悩

み
、
就
職
の
こ
と
、
親
の
こ
と
、
家
か
ら
出
て
の
自
立
生

活
の
こ
と
…
…
語
り
の
中
か
ら
本
人
た
ち
の
想
い
が
滲に

じ

み

出
る
よ
う
な
討
論
会
で
し
た
。
聴
く
人
た
ち
も
長
時
間
の

研
修
会
で
し
た
が
、
本
当
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
も
驚
き

で
し
た
。
ま
た
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
人
た
ち
も
他
の
人
の
発

言
を
聴
く
こ
と
で
、
自
分
の
想
い
や
考
え
を
確
か
め
、
新

し
い
考
え
方
を
得
る
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

一
人
の
本
人
さ
ん
が
語
っ
た
言
葉
が
強
烈
で
し
た
。

「
作
業
所
を
卒
業
し
な
け
れ
ば
お
金
は
た
く
さ
ん
も
ら
え
な

い
。
で
も
今
お
金
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
な
く
て
も
い
い
や
、

作
業
所
に
こ
の
ま
ま
ず
っ
と
い
て
、
作
業
所
の“

主‘

に
な

っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
始
め
た
。
ス
ト
レ

ス
も
な
い
し
、こ
っ
ち
の
方
が
精
神
的
に
圧
倒
的
に“

楽‘

だ

し
、
こ
の
考
え
方
は
間
違
っ
て
い
ま
す
か
？
一
般
社
会
か

ら
逃
げ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ど
う
思
い
ま
す
か
？
」

会
場
か
ら
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。
作
業
所
の
役
割
を
問

う
鋭
い
発
言
で
し
た
が
、
反
面
、
職
員
と
し
て
は
う
れ
し

い
話
で
し
た
。
こ
う
し
た
本
人
た
ち
の
問
い
に
、
私
た
ち

は
ど
れ
だ
け
応
え
る
言
葉
を
も
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
聴
く
力
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
十
分
に
相
手

の
話
を
傾
聴
す
る
こ
と
で
よ
り
良
い
人
間
関
係
が
築
か
れ

ま
す
。「
職
員
さ
ん
は
忙
し
い
と
い
っ
て
私
た
ち
の
話
を
聴

い
て
く
れ
な
い
。」
と
い
う
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。
増
田
先

生
に
よ
り
、
作
業
所
は
、
仕
事
を
す
る
場
、
仲
間
が
集
ま

る
場
と
い
う
役
割
の
他
に
、「
本
人
た
ち
の
話
を
き
ち
ん
と

聴
く
場
で
あ
る
。」
と
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
金
刺
理
事
長

か
ら
は
、「
作
業
所
で
ど
う
時
間
を
使
う
の
か
を
考
え
直
す

こ
と
が
必
要
だ
。」
と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
納
期
に

追
わ
れ
て
本
人
た
ち
の
話
に
耳
を
傾
け
る
時
間
が
な
い
の

が
現
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
「
時
間
を
差
し
上
げ
る
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
本
人
た
ち
が
時
間
を
掛
け

て
自
己
主
張
で
き
る
時
間
を
作
る
こ
と
が
本
当
に
大
切
だ

と
痛
感
し
た
研
修
会
で
し
た
。

本
人
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ
ひ
来
年
も
開
い
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
研
修
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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若
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

東
部
地
区
会
若
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
理
事
　
み
し
ま
さ
く
ら

岩
　
田
　
聡
　
志

東
部
地
区
会
で
は
今
年
度
か
ら
太
田
会
長
の
熱
い
思
い
か
ら
「
若
手
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
作
業
所
時
代
の
時
は
、
日
々
の
運
営
に
追
わ
れ
、

職
員
の
育
成
ま
で
は
対
応
が
難
し
か
っ
た
で
す
。
し
か
し
、
自
立
支
援
法
に
伴
う
施

設
に
移
行
し
て
、
以
前
と
比
べ
て
運
営
的
に
も
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
人
材
の
育
成
で
す
。
特
に
各
事
業
所
で
は
若
い
職
員
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
態
で
す
。
就
職
し
て
も
数
ヶ
月
で
離
職
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
①
安
い
給
料
、
②
ハ
ー
ド
な
労
働
、
そ
し
て
、
③
悩
み
を
分
か
ち
合

え
る
仲
間
が
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
①
、
②
は
各
事
業
所
で
前
向
き
な
改

善
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
③
に
つ
い
て
は
、
今
回
か
ら
立
ち
上
げ
た

「
若
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
地
域
の
若
い
職
員
の
輪
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
先
輩
・
上
司
に
は
、
な
か
な
か
話
せ
な
い
内
容
を
同
じ
立
場
の
職
員
が
分
か

ち
合
え
る
よ
う
な
環
境
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。若
い
職
員
が
や
り
が
い
、

希
望
、
そ
し
て
夢
を
語
れ
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
が
利
用
者
に
対
し
て
も
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、「
人
材
」
で
は
な
く
「
人
財
」
と

し
て
扱
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
「
人
財
」
が
そ
ろ
っ
て
い
る
事
業
所
が
、

こ
の
自
立
支
援
法
に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
事
業
所
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
作
業
所
で
働
い
て
五
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
仕
事
が
楽
し
く
て
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
し
た
こ
と
が
結
果
と
な
り
、
利
用
者
が
笑
顔
で
応
え
て
く
れ

る
こ
と
が
た
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
人
が
人
を
呼
び
、
大
き
な
輪
を
日
々
作
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
喜
び
を
若
い
職
員
に
も
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
喜
び
を
職
員
全
員
で
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な
職
場
環
境
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
一
年
目
と
し
て
「
出
会
い
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
バ
ー

べ
キ
ュ
ー
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
お
酒
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
、
日
頃
な
か
な
か

言
え
な
い
上
司
の
悪
口
を
言
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
場
に
も
つ
な
げ
た
い
で
す
。

こ
の
「
若
手
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
支
え
る
中
高
年
職
員
は
、
「
お
金
を
出
し

て
口
は
出
さ
な
い
」
姿
勢
で
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
部
地
区
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
世
代
を
担に

な

う
職
員
を
育
て
る
こ
と
が
施
設
長
さ
ん
の
次

の
課
題
だ
と
感
じ
ま
す
。

最
後
に
東
部
地
区
の
若
手
職
員
（
自
称
で
可
）
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
及
び

施
設
長
さ
ん
の
寛
大
な
る
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
部
地
区
だ
よ
り
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中
部
地
区
会
研
修
会
報
告

中
部
地
区
志
太
・
榛
原
地
区
会
会
長
　
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
ス

鈴
　
木
　
節
　
子

静
岡
県
作
業
所
連
合
会
・
わ
・
中
部
地
区
会
研
修
会
が
七
月
四
日
（
土
）
の
午
後
、

島
田
市
プ
ラ
ザ
お
お
る
り
大
会
議
室
に
て
百
名
の
事
業
所
職
員
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
居
中
部
地
区
会
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
と
し
て
島
田
市

福
祉
課
長
伊
藤
様
よ
り
お
言
葉
を
賜
り
、
開
会
し
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
「
ス
ト
レ
ス
と
う
つ
病
の
関
係
」
で
、
福
祉
労
働
に
携
わ
る
人
の
健

康
に
つ
い
て
、
健
康
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
テ
ス
ト
の
実
施
、
つ
ま
り
身
体
に
人
間
ド
ッ
ク

が
あ
る
よ
う
に
精
神
の
人
間
ド
ッ
ク
を
…
…
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
や
ま
ば
と
学
園

の
研
修
で
講
師
を
お
願
い
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
浅
井
哲
朗
氏
を
再
度
お
願
い
し

ま
し
た
。
早
稲
田
大
学
卒
業
、
八
幡
学
園
勤
務
と
の
こ
と
。

先
生
の
経
歴
を
し
っ
か
り
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
御

自
分
か
ら
お
話
い
た
だ
け
な
く
、
ユ
ニ
ー
ク
な
方
な
の
に

こ
れ
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
当
日
の
内
容
を
少
し
抜
粋
し

て
み
ま
す
。

●
生
き
が
い
に
つ
い
て

生
き
が
い
と
は
？

い
き
　
　
息
…
生
物
と
し
て
生
き
る

行
…
目
的
に
向
か
っ
て
生
き
る

意
気
…
満
足
感
を
持
っ
て
生
き
る

生
き
が
い
の
構
成
は

生
き
が
い
を
求
め
る
心

生
き
が
い
の
対
象

生
き
が
い
を
感
じ
る
心

●
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
は
二
種
類
あ
る

ス
ト
レ
ス
…
激
し
い
ス
ト
レ
ス
に
は
休
養
が
も
っ
と
も
良
い
。

ス
ト
レ
ス
が
な
い
ス
ト
レ
ス
…
生
き
が
い
が
な
い
と
ス
ト
レ
ス
は
な
い

※
動
物
に
は
ス
ト
レ
ス
は
な
い
。（
戦
う
か
　
逃
げ
る
か
の
世
界
）

ス
ト
レ
ス
が
多
い
と
セ
レ
ト
ニ
ン
が
不
足
す
る
。

セ
レ
ト
ニ
ン
を
増
や
す
薬
は
な
い
。→

休
養
が
一
番
。

そ
の
後
い
よ
い
よ
テ
ス
ト
開
始

１
　
先
生
が
質
問
事
項
を
二
十
問
、
○
×
回
答
　
　
自
己
評
価
で
判
定

２
　
次
は
資
料
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
を
Ｙ
Ｅ
Ｓ
（
二
点
）、
ど
ち
ら
で
も

な
い
（
一
点
）、
Ｎ
Ｏ
（
〇
点
）
で
答
え
る
。
そ
れ
を
決

め
ら
れ
た
計
算
式
に
点
数
を
入
れ
て
計
算
す
る
。
そ
の
点

数
を
グ
ラ
フ
に
し
て
判
定
す
る
。（
自
己
評
価
）
こ
の
テ

ス
ト
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い
…
。

御
希
望
の
方
に
は
こ
の
テ
ス
ト
用
紙
を
差
し
上
げ
ま
す
。

眠
た
く
な
る
研
修
ど
こ
ろ
か
、
と
て
も
楽
し
く
あ
っ
と

い
う
間
に
二
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
親
睦
会
を
「
三
布
袋
」
と
い
う
料
理

屋
で
行
い
ま
し
た
。
四
十
名
の
参
加
、
こ
じ
ん
ま
り
有
意

義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ス
モ
ス
中
心
に
よ
る
ス

タ
ッ
フ
の
余
興
も
あ
り
、
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

中
部
地
区
だ
よ
り
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西
部
地
区
職
員
研
修
会
を
終
え
て

西
部
地
区
会
会
長
　
サ
ン
サ
ン
い
わ
た

三
　
輪
　
浜
　
子

作
業
所
の
法
定
移
行
に
当
た
り
、
静
岡
県
の
ご
支
援
や
作
業
所
連
合
会
の
ご
協
力

の
も
と
、
西
部
地
区
も
七
ヶ
所
を
除
き
す
べ
て
の
作
業
所
が
移
行
し
、
そ
の
七
ヶ
所

も
順
次
移
行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会

情
勢
の
中
、
六
月
十
九
日
（
金
）
・
二
十
日
（
土
）
と
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
に
て

職
員
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

県
の
職
員
に
よ
る
行
政
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大

学
社
会
福
祉
学
部
佐
々
木
敏
明
教
授
に
よ
る

「
社
会
福
祉
の
仕
事
を
問
い
直
す
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
、
障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
、
新

体
系
移
行
に
向
け
て
各
施
設
が
様
々
な
自
助

努
力
を
行
う
中
、
利
用
者
も
現
場
の
職
員
も

理
念
と
現
状
の
狭
間

は
ざ
ま

に
置
か
れ
、
も
が
き
苦

し
ん
で
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
佐
々
木
教
授
の
社
会

福
祉
の
仕
事
に
対
す
る
心
構
え
や
、
障
害
の

あ
る
人
の
生
き
方
・
生
活
の
仕
方
を
で
き
る
限
り
包
括
的
に
把
握
す
る
た
め
の
か
か

わ
り
方
に
つ
い
て
本
当
に
心
打
つ
も
の
が
多
く
、
今
ま
で
の
作
業
所
の
歴
史
・
在
り

方
と
障
害
の
あ
る
人
へ
の
か
か
わ
り
方
の
重
要
性
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
現
場
か
ら
の
視
点
と

課
題
と
い
う
観
点
で
第
一
分
科
会
に

く
る
み
共
同
作
業
所
・
永
井
昭
施
設

長
の
作
業
所
の
経
営
に
つ
い
て
、
法

人
運
営
に
お
け
る
組
織
の
活
性
化
を

提
案
し
て
い
た
だ
き
、
第
二
分
科
会

に
私
三
輪
が
新
体
系
移
行
に
つ
い
て

実
際
の
実
務
と
問
題
点
・
課
題
等
を

提
案
、
第
三
分
科
会
に
ひ
ま
わ
り
共

同
作
業
所
の
水
野
洋
一
施
設
長
が
授

産
事
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
、
そ
れ

に
伴
う
重
要
性
と
課
題
等
の
提
案
、

第
四
分
科
会
に
ぽ
る
た
の
岡
部
宏
子

氏
が
利
用
者
支
援
に
つ
い
て
事
例
を

基
に
支
援
の
在
り
方
等
を
提
案
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
分
科
会
に
お
い
て
も
共
通
し
て
言
え
た
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
生

き
方
・
生
活
の
仕
方
を
で
き
る
限
り
全
体
的
、
包
括
的
に
把
握
す
る
視
点
と
障
害
の

あ
る
人
へ
の
適
切
な
か
か
わ
り
方
が
、
作
業
所
の
運
営
と
組
織
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
有
意
義
な
研
修
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

西
部
地
区
だ
よ
り
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平成19年４月就労継続支援Ｂ型と生活訓練の

多機能型事業所として出発しました。

利用者・保護者との話し合いの結果、利用者

全員が両方のサービスを利用したいということ

になり、週に１～４日はＢ型を取り、残りの日

は生活訓練という複雑な形式での出発となりま

した。当初は利用者・職員ともに戸惑いながら

の毎日でしたが、個別支援計画を検討し、いろ

いろ試みていくうちに毎日の生活にもリズムが

出て２年間を経過しました。その結果、

・手織りの作業にも取り組みながら生活訓練に

も継続して取り組みたいという声が利用者・

保護者から多く出ました。実態から言っても、

多機能型が適

当と思われま

した。しかし

生活訓練は有

期限であり、

期限が近づい

ていました。

・全員が二つ

のサービス

を取ってい

るため、支

援計画・実

績報告等が

非常に繁雑

になっていました。

上記のような事情から平成21年４月より生活

訓練を生活介護に変更し、Ｂ型か生活介護のど

ちらか一つを選択してもらうようにして再出発

しました。

狭い施設の中で二つのサービスを同時に行う

ために、スペース等いろいろな工夫をしながら

Ｂ型と生活介護に取り組んでいるのが現状です

が、開所以来20年間取り組んできた手織りを大

切にしながら、利用者が毎日笑顔で暮らせるよ

うに新しい分野に取り組んでいきたいと願って

います。
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多機能型事業を選択して
Ｂ型・生活訓練→Ｂ型・生活介護

（社福）静岡手をつなぐ育成の会
ラポール安倍川　管理者

秋　山　和　枝

編
集
後
記

今
年
の
夏
は
、
公
園
清
掃
と
市
役
所
の
カ
フ
ェ
の

仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
暑
い
日
差
し
の
中
、
汗

を
思
い
っ
き
り
か
い
て
利
用
者
と
出
掛
け
て
お
り
ま

す
。
着
替
え
を
済
ま
せ
、
市
役
所
へ
直
行
し
て
カ
フ

ェ
を
担
当
。
い
ろ
ん
な
働
く
場
が
増
え
れ
ば
い
い
な

あ
と
今
日
も
一
日
が
終
わ
り
ま
す
。
平
成
二
十
一
年

度
の
初
め
て
の
発
行
で
す
。

情
報
管
理
・
広
報
部
会
委
員
長

ふ
じ
さ
ん

後
　
藤
　
　
弘
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「参考様式集」のCD頒布

移行推進研修会で取り上げてきた各種規則等の様式につ

いて加筆修正して再編集したものです。

各施設の実情に応じて加除修正できる利便性があるCD

については、既に頒布済みの施設もありますが、希望する

施設がありましたら、１枚5000円で頒布します。

（内容）

○ 規程・規則関係（就業規則、旅費規程など）

○ プログラム関係（工賃集計表など）

○ その他（出張命令書、年休届など）

内容・注文等の詳細は、事務局までお願いします。

6／30付けの各施設長宛てのEメールでも御覧になれます。


